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学校行事を活用したキャリア教育導入の工夫
－ －系統的なキャリア指導案の作成と実践を通して

長期研修員 石渕 裕則

《 》研究の概要

、 、本研究は 生徒に職業観・勤労観を育むためのキャリア教育を学校に導入するにあたり

学校行事を活用しようというものである。系統的なキャリア指導案に基づいて学校行事を

実施することにより、キャリア諸能力の育成を図ることができることを明らかにした。具

体的には、目指すキャリア諸能力を育成するために、学校行事の事前・事後に道徳・学活

を盛り込み、キャリア教育の円滑な導入を図ろうとした研究である。

【キーワード：進路指導、キャリア教育、キャリア諸能力、学校行事、キャリア指導案】

Ⅰ 主題設定の理由

NEET Not in現在、不登校や中途退学者、フリーター（アルバイト、パート）やニート（ ：

, の略：職に就いていず、学校機関に所属もしていず、そしEmployment Education or Training
て就労に向けた具体的な動きをしていない若者）の増加などが大きな社会問題になっており、

生徒の職業観や勤労観をいかに育むかが課題となっている。このようなことから「生徒が自ら

の個性を生かし、主体的に進路選択する能力を育むことや、生き方を考えさせ、望ましい勤労

観・職業観を育成すること」が進路指導に求められている。近年では、中学校や高校だけでな

く、小学校から各発達段階で必要とされている資質・能力を明確にし、個に応じた教育を継続

的に実施していくことが重要であると考えられはじめ 「児童生徒一人一人のキャリア発達を、

支援し、それぞれにふさわしいキャリアを形成していくために必要な意欲・態度や能力を育て

る教育」であるキャリア教育の必要性が叫ばれはじめている。

学校においては、平成14年度から週５日制がスタートして３年が過ぎ、多くの学校では授業

時数確保のために学校行事の精選や見直しを行ったり、長期休業日を減らしたりするなどの工

。 、 、 、夫を行って対応している しかし 行事の精選とはいえ 行事を削減することに主眼がおかれ

残念ながらあまり行事内容等の工夫が図られていないという現状がみられる。そこで、学校行

事のもつ意義やねらいをもう一度確認し、内容の工夫を図ることが課題であると考える。

従来の進路指導では、生徒に職業観・勤労観を育成させ、これからの社会を生きていくため

に必要な力を身に付けるには時間的にも計画的にも厳しい現状がある。年間指導計画、題材系

、 。 、統図等はできているが ねらい通りに生徒を育成することができていないのは拒めない また

、 、進路学習においても１授業や１行事は充実しているが 系統立てた指導が計画的に実施できず

その場限りの指導が多く、中学校や高等学校における進路指導では出口指導になりがちであっ

た。このような現状の課題を解決するためには、発達段階に応じた必要な能力や態度を確実に

身に付け、早い段階からこの能力や態度を積み重ねていくことが大切であると考えた。このこ

とから本研究では、キャリア諸能力を育成する場面を学校行事に置き、キャリア指導案に沿っ

て系統的な指導を実施することにより目指す諸能力を育成することができると考えた。

以上を踏まえ、作成したキャリア指導案に基づいて学校行事を実施することにより、キャリ

ア諸能力の育成が図れることを明らかにするとともに、学校行事を活用する方法により、円滑

にキャリア教育を学校教育へ導入することができると考え、本主題を設定した。
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Ⅱ 研究のねらい

キャリア諸能力育成のために、学校行事の前後に、道徳・学活を盛り込んだキャリア指導案

を作成・実施すれば、キャリア教育を効果的に学校教育に導入することができることを明らか

にする。

Ⅲ 研究の見通し

１ キャリア教育の目指すキャリア諸能力を育成するにあたり、学校行事を活用すれば、学校

教育におけるキャリア教育の導入を図ることができるであろう。 （見通し１）

２ キャリア指導案を作成し、道徳・学活を盛り込んで学校行事を実施すれば、キャリア諸能

力を効果的に育成することができるであろう。 （見通し２）

Ⅳ 研究の内容

１ 本研究におけるキャリア教育の概要

「キャリア教育の推進に関する総合的調査研究協力者会議報告書 （文部科学省2004年）の」

中で、キャリア教育が求められる背景、意義や内容、基本方針と推進方策等が示されている。

本研究ではそれを受け、キャリア教育を次のようにとらえた。

「 」、キャリアを 児童・生徒が発達段階に応じて育てていくべき資質や能力を築いていく過程

キャリア発達を「キャリアが児童・生徒の発達段階やその発達課題の達成と深くかかわりなが

ら段階を追って発達していくこと」とした。そこでこれらのことを踏まえキャリア教育を「児

童・生徒のキャリア発達を支援しそれぞれにふさわしいキャリアを形成していくために必要な

意欲・態度や能力を育てる教育」ととらえた。

進路指導とキャリア教育については定義・概念として大きな差異はなく、キャリア教育の中

核が進路指導の取組と考えることができる。このことからキャリア教育は、児童・生徒の発達

を計画的・系統的に育成しようとすることが

弱かった点や指導計画における各活動との関

連性や系統性等が薄いこと、さらには児童・

生徒の意識の変容や能力・態度の育成に今ま

での指導が十分に結びついていないといった

進路指導の課題を抜本的に改革していくため

。 、に導入された教育である 今後必要なことは

表１のように、キャリア教育導入のための３

点を重視していくことが、これから学校教育

にキャリア教育を導入する上で大切なことと

考える。

２ キャリア指導案について

すべての教育活動は、ねらいや教育効果の有効性を十分に検討・協議して行われており、中

でも、体験活動が多く取り入れられている学校行事に期待するものは大きい。しかし、現実に

、 。 、は行事の運営に重点が置かれ 円滑に実施することに気を取られてしまいがちである さらに

学校行事のもつ教育効果を期待しているにもかかわらず、明確なねらいをもって計画的に取り
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表２ 中学校で育成したいキャリア諸能力

具体的な能力・態度進路発達にかかわる諸能力

領域 諸能力 （行事における進路の視点：キャリア諸能力）

人 間 （Ⅰ－１） ①自分のよさや個性が分かり、他者のよさや感情を理解し、尊重する。

関 係 自他の理解能力

形 成 （Ⅰ－２） ①他者に配慮しながら、積極的に人間関係を築くこうとする。

能 力 コミュニケー ②人間関係の大切さを理解し、コミュニケーションスキルの基礎を習得する。

Ⅰ ション能力 ③ と の立場を理解し、チームを組んで互いに支え合いながら仕事をする。リーダー フォロアー

（Ⅱ－１） ①産業・経済等の変化に伴う職業や仕事の変化のあらましを理解する。

情 報 情報収集・ ②上級学校・学科等の種類や特徴及び職業に求められる資格や学習歴の概略が分かる。

活 用 探索能力 ③生き方や進路に関する情報を、様々なメディアを通して調査・収集・整理し活用する。

能 力 （Ⅱ－２） ①将来の職業生活との関連の中で、今の学習の必要性や大切さを理解する。

Ⅱ 職業理解能力 ②体験等を通して、勤労の意義や働く人々の様々な思いが分かる。

（Ⅲ－１） ①自分の役割やその進め方、よりよい集団のための役割分担やその方法等が分かる。

将 来 役割把握・ ②日常の生活や学習と将来の生き方との関係を理解する。

設 計 認識能力 ③様々な職業の社会的役割や意義を理解し、自己の生き方を考える。

能 力 （Ⅲ－２） ①将来の夢や職業を思い描き、自分にふさわしい職業や仕事への関心・意欲を高める。

Ⅲ 計画実行能力 ②進路計画を立てる意義や方法を理解し、自分の目指すべき将来を暫定的に計画する。

③将来の進路希望に基づいて当面の目標を立て、その達成に向けて努力する。

（Ⅳ－１） ①自己の個性や興味・関心等に基づいて、よりよい選択をしようとする。

意 志 選択能力 ②選択の意味や判断・決定の過程、結果には責任が伴うことなどを理解する。

決 定

能 力 （Ⅳ－２） ①よりよい生活や学習、進路や生き方等を目指して自ら課題を見出していくことの大切さ

Ⅳ 課題解決能力 を理解する。

②課題に積極的に取り組み、主体的に解決していこうとする。

（国立教育政策研究所：改）

組み、前回の反省・評価を踏まえて実践している学校は少ない。

そこで、教育効果の大きい学校行事を活用し、学校教育にキャリア教育を導入しようと考え

た。そして、学校行事に今までの行事要項とは異なる指導案（この指導案を以後「キャリア指

導案」という）を整備することで、目指すキャリア諸能力が育成でき、キャリア教育の導入が

スムーズになるのではないかと考えた。

キャリア指導案の形式は、教科や道徳、特別活動等を実施するときに作成している学習指導

案と基本的に変わりはないが、キャリア諸能力の育成に向け、指導に対する支援や配慮事項、

事前や事後の学習に道徳と学活を盛り込んだところが大きく異なる点である。また、キャリア

は学校教育全てを通して形成することが重要であることを考えると、学校行事だけでなく、そ

の前後の活動における系統的な指導が大切であると考え、キャリア諸能力育成プログラムの作

成を考えた。このことを通して、児童・生徒の発達段階を考慮した発達課題が明確になるとと

もに、解決のための対策を考えるようになり教員の意識を高めることに効果を発揮することが

できる。さらに、このキャリア指導案により、キャリア諸能力をスムーズに育成することがで

きるであろうと考える。このように、キャリア諸能力の育成に向け学校行事を効果的に活用す

るためには、系統的な指導計画に基づいてキャリア指導案を作成し、実施することが重要だと

考えた。そして、今までになかったこのキャリア指導案を学校教育に導入するために、取り入

れるよさを提言するとともに、理解できるものにしていこうと考えている。

３ キャリア教育導入の実践

キャリア教育は各教科、道徳、特別活動、総合的な学習の時間等、学校教育の全ての学習や
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活動の中に、子ども一人一人のキャリア発達を支援するという視点を盛り込んだ教育活動を推

し進めることである。また、キャリア教育は、教科の学習で学んだ成果等を様々な体験活動や

話し合い活動等を通して深化・発展・統合させたり、その成果を教科の学習に還元し、反映さ

せたりするねらいももっている。そのため、学校の全ての学習活動はキャリア教育を進める上

で、直接的かつ中核的な取組として重要な役割を担うものであると考えられることから改善・

充実が求められている。このことから、特に、特別活動の中で学校行事を活用してキャリア教

育の導入を図ろうと考えたが、単に行事を実施するに留まらず、道徳や学活を系統的に盛り込

、 。んだキャリア指導案をもとに実施することで より効果的な取組になるのではないかと考えた

そこで本研究では、まず「職業観・勤労観を育む学習プログラムの枠組み」を基に、生徒に

育みたい能力や態度をそれぞれの行事のねらいとして位置づけ、どの行事で、どのねらいを、

どのように身に付けさせるかを念頭に置いて行事の選定をした。なお、必ずしもこの行事でな

くてはならないという固定的な考え方ではなく、それぞれの学校が行事の特性を生かして、柔

、 。軟に対応できることを前提に 各学校によって様々なアレンジが施されることを想定している

次に、系統的なキャリア指導案を考えた。従来の学校行事は、各学校の伝統的な要項にそっ

て実施されていることが多く、これまでも各行事のねらいを達成するために、他教科や領域、

総合的な学習の時間等と一定の連携を図りながら実施されてきた。そこで、一連の活動に系統

性を持たせ、指導案という形にまとめ 「道徳・学活 「行事 「学活・道徳」という３部構成、 」 」

に系統化することで、ねらいとするキャリア諸能力が育成しやすくなると考えた。

本研究の実践において、現在の課題を解決するために、また、キャリアを形成していくため

に必要な能力は、発達段階を考え、育成すべき能力を人間関係調整能力の中のコミュニケーシ

ョン能力と考えた。そこで、みんなで力を合わせ、お互いの心を一つにしていこうと取り組ん

でいく合唱コンクールを活用することで、コミュニケーション能力が育成できることに焦点を

絞っていきたいと考えた。ついては、キャリア指導案に基づいて行事を実施すれば、行事を系

統的・計画的に実施することができ、キャリア諸能力を育成しやすくなることを検証したい。

Ⅴ 研究構想図

＜キャリア構想図＞

生涯学習 キャリアの形成

職業観・勤労観の育んだ生徒の育成

（ ）キャリア諸能力の育成 ８能力

学校教育

キャリアを形成する基礎・基本

図１ 研究構想図高 校 総合 特

別各 道 的な

中学校 活教 徳 学習

動科 の時

小学校 間
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Ⅵ 研究の計画

１ 研究計画

学校行事を活用して、キャリア諸能力を育成するために、キャリア指導案に基づいて行事を

行うことの有効性を明らかにすることを目的として実践する。現在の社会や学校教育の課題を

解決するためにはキャリア諸能力を育成することが求められているが、その中でもキャリア教

育において人間関係づくり、コミュニケーション能力の育成が叫ばれてきている。そこで、具

体的にキャリア諸能力の８つの中の１つであるコミュニケーション能力を、学校行事である合

唱コンクールを通して育成しようと考えた。キャリア指導案の作成においては、行事の事前と

事後に道徳と学活をセットにして、コミュニケーション能力育成のねらいをもたせたキャリア

指導案を作成した。具体例は表６、７、８である。実践は中学校で行い、対象は２学年の生徒

（198名）と２年担任（５名）とした。計画は次の表３の通りである。

表３ 実践計画

実施期間 平成16年９月27日～11月１日

（１）事前の指導：道徳（１時間 、学活（１時間））

（２）学校行事 ：合唱コンクール（６時間：10月21日実施）

（３）事後の指導：学活（１時間 、道徳（１時間））

２ 検証計画

以下の表４、５の通りに計画を立て、検証を進める。

(1)見通し１：学校行事を活用すれば、学校教育にキャリア教育の導入を図ることができる。

表４ 検証計画１
期 日 対象者 検証内容 方 法

１ プログラム終了後 担任 導入の成果の有無 アンケート調査
２ プログラム実施後随時 ２学年職員 導入の有効性 観察、会話

(2)見通し２：キャリア指導案を作成し、学校行事を実施すれば、キャリア諸能力を育成で

きる。

表５ 検証計画２
期 日 対象者 検証内容 方 法

１ プログラム実施前後 抽出生徒 実施後の生徒の変容 担任へのアンケート
担任アンケート、ワークシート、日常観察２ プログラム実施毎 抽出生徒 授業毎の生徒の変容

聞き取り調査３ プログラム実施後随時 ２学年職員 学年・学級の変容 観察、会話、

Ⅶ 実践と検証

１ 実践の概要

キャリア諸能力の育成を目指して、事前の道徳と学活では意欲や態度を高めさせ、事後の道

徳と学活では体験を通しての意識や態度の定着を図れるように工夫した。

コミュニケーション能力を育成するプログラムの実践概要について次のように考えている。

多様な集団・組織の中で、豊かな人間関係を築きながら、自己の成長を果たしていく能力を、

本研究では「コミュニケーション能力」ととらえることにした。そして、この能力は合唱コン

クールを活用して育成することができるのではないかと考えた。合唱は歌を通して心を通い合

わせるため、人間関係を築くには最適である。その経験を通してコミュニケーションの取り方
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、 、や方法を身に付けることができるとともに 相手の心や立場を考えることができるようになり

思いやりや支え合う気持ちが育くまれると考えた。合唱コンクールを活用して他の異なる能力

も育成できると考えられるが、いずれのねらいにおいても系統的なプログラムを作成していく

ことが重要である。

今回の コミュニケーション能力 の育成では 事前の指導で 道徳：集団生活の向上 学「 」 、 「 」「

活：合唱コンクールを成功させよう」を通して積極的に人間関係を築こうとする意識を育み、

事後の指導では、行事「合唱コンクール」で培った支え合い（団結力）を基に 「学活：異性、

への理解 「道徳：人間愛、思いやり」を通して豊かな人間関係を築いていこうとする意識の」

定着を図る。

２ キャリア指導案の作成

キャリア指導案の形式を次の３部構成と考えた。以下はその実践例である。

(1) 指導計画：各能力を育成するためのプログラム

(2) 指導略案：簡単なプログラムの展開例が載っている指導案

(3) 指導細案：１時間毎（道徳、学活、行事）の展開例が示されている指導案

コミュニケーション能力を表２の具体的な能力・態度としてとらえ、この能力を合唱コンク

ールを通して身に付けさせようとプログラム化したキャリア指導案を作成した。このプログラ

ムのねらいは、諸能力を育成した生徒像に向かってどのように生徒を育成するかを表６の通り

にとらえた。事前の道徳「集団生活の向上」と学活「合唱コンクールを成功させよう」を通し

て人間関係の大切さを理解し、積極的に人間関係を築こうとする意識を育成しようとした。事

後の道徳と学活では、体験したことを基に豊かな人間関係を築いていこうとする意識を定着さ

せようと考え 「異性への理解 「人間愛」を計画した。それぞれの授業において、キャリア、 」

教育の視点に立って授業を行った。

表６ キャリア指導案(１)
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表７ キャリア指導案(２)

表８ キャリア指導案（３）
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表７は、コミュニケーション能力を育成するために、合唱コンクールと道徳・学活を盛り込

んだ指導略案である。

「ねらい」はこの一連のプログラムで培いたい能力を簡単に表したものである。

「 」 、 、行事の展開 では 行事の前後に事前の指導及び事後の指導を盛り込んだ点が特徴であり

それぞれにねらいをもたせている。道徳や学活の価値項目や題材を決定する際には、コミュニ

ケーション能力を培うためにどのような順序で従業の計画を立てれば、児童生徒に必要な能力

を確実に身に付けることができるか考えて選定した。この場合、キャリア教育の視点を展開に

盛り込んだ授業を構想した。

「事前の指導」においては道徳と学活を通して行事のねらいの達成やキャリア諸能力の育成

がスムースにできるように計画し 「事後の指導」においては実践力が身に付くように意識の、

定着を図ろうと計画した。最後のまとめにおいては、成果と評価を自分でできるように振り返

りをさせるとともに、次の行事の事前指導に生かせるように短学活を通して評価をさせる。

表８は、キャリア教育の視点を盛り込んだ展開部分の指導細案の一例になっている。ここで

は、道徳、学活、行事を通してキャリア諸能力の育成を図ることができるように視点を設けた

り、ワークシートや資料等も準備した。

３ 検証

(1) キャリア教育の目指すキャリア諸能力を育成するにあたり学校行事を活用したことで、

学校教育にキャリア教育を導入することができたか。 （見通し１）

表９は、キャリア指導案を活用した先生方のアンケートをまとめたものである。今まで先生

方は行事に際し、一貫したねらいのもとに指導計画を立て系統的に実施した経験がなく、その

ため興味を持って熱心に取組むことができ、キャリア指導案のねらいにそった実践ができた。

特にキャリア指導案についての評価は、行事、道徳、学活をセットにした指導案自体が、今ま

でになかったものでもあり、便利であると評価された。また、キャリア指導案を理解すると同

時に、キャリア教育の視点にそった実践を行うことに対しても抵抗感なく受け入れられた。結

、 、 、果的に 教師自身の指導力の向上にもつながり 効果的なキャリア指導案であったと評価され

。 、学校行事を活用して学校教育にキャリア教育の導入を図ることができた しかし改善点として

事前と事後の道徳・学活の計４時間に負担を感じていることから、普段通りの授業にキャリア

教育の視点を組み合わせるという意識改善を図り、理解を深める必要があると考えられる。

また、職員の感想や日常会話の中からは、キャリア教育について知っていた職員はほとんど

いなかったので、このキャリア教育の導入に関しての検証は効果的であった。特に、学校行事

表９ 職員に対するアンケート結果
形式について 役立ったことについて ねらいの達成について

、よ ・心構えを段階的に意識さ ・このような指導案がある ・資料が実態にそった内容
か せられた。 と便利だった。 価値であった。
っ ・一貫したテーマでわかり ・ねらいがあって、わかり ・男女で話し合う機会が増
た やすかった。 やすかった。 えた。
と ・生徒達が作っていく活動 ・体験と結びつけることが ・自分の役割を自覚し、団
こ がよかった。 できよかった。 結して取り組めた。
ろ ・内容が盛りだくさんだっ ・道徳・学活を組み込んだ ・生徒はコミュニケーショ

た。 のがよかった。 ンの大切さに気づいた。
・能力を育てる時間がもっ ・評価や改善があるともっ ・教師自身の指導力の向上

改 と欲しかった。 といい。 が必要だと痛感した。
善 ・授業と授業の間があいて ・現状に合わせた活用方法 ・コミュニケーションスキ
点 しまった。 を工夫したい。 ルの習得がまだまだ。

・ワークシートの工夫が欲 ・進路の視点をしっかりも
。しい。 って取り組んでいきたい
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ということで学年の職員全員が共通して動けること、共通のねらいをもって教育に当たれるこ

とが導入のきっかけを作るには有効であった。さらに、毎週行われる学年会議を活用し、そこ

での共通理解を図ることで導入には効果的であった。さらに、行事を行う際の事前や事後の打

ち合わせや準備などにおいても、担任同士や副担任、主任等の協力の下、共通理解を図りなが

らプログラムを進めることができ、スムーズに導入を図ることができていた。特に、学校行事

という全ての職員に共通にかかわる教育活動なため、共通理解が図りやすいという利点もあっ

たようである。職員においても、日常の会話の中でも行事を通してキャリア教育の導入を図ろ

うという意識が、プログラムが進むにつれて高くなるとともに、抵抗感なく受け入れられてい

た。

＜考察＞

キャリア指導案（１）を作成した後、授業をするにあたって展開部分があると便利だという

ことを考慮し、また誰でもできることを考え、指導案を（１）～（３）の３通り作成した。こ

れらは、各学校の実態に応じてアレンジする必要がある。基本的には、キャリア諸能力を育成

するために展開でキャリア教育の視点を意識した発問や支援を取り入れ、育成する能力を明確

にしたことで、キャリア教育の導入がスムーズに行われた。

キャリア指導案についてでは、今までなかった指導案に基づいて授業を行うため、担任とす

れば効率はよいが、各クラスの生徒の実態が違うことを考えれば、多少の修正や変更をするこ

。 、 。とが望ましい キャリア指導案の作成時には 生徒の実態を考慮した指導案が必要だと考える

育成する能力は同じでも、生徒の実態により指導方法の工夫を図ることも大切であるが、この

ことは職員の連携や協力体制等で容易に克服することができる。

ねらいの達成では、担任の感想から 「男女で話し合う機会が増えた 「自分の役割を自覚、 」

し、団結して取り組めた」とあるが、生徒のアンケート調査から考えると、まだまだ不十分で

。 、 。ある 今後の課題として 題材や資料は計画的・系統的に作成・準備する必要があると考える

職員の観察を通して、キャリア教育の導入ではまず、職員に理解してもらうことが大切であ

。 、 、 、 、る 次に 同じ歩調での実施だと考えているが 今回では 毎週開かれている学年会を活用し

学年主任の協力の下スムーズに職員への理解はできた。また、先生方においても、研究に前向

きであり、協力的であったため２年の職員全員が同じ歩調で進めることができた。

以上のことからキャリア教育を学校教育に導入するにあたり、学校行事を活用することが

有効であったといえる。

(2) キャリア指導案を作成し、道徳、学活を盛り込んで学校行事を実施したことで、キャリ

ア諸能力を効果的に育成することができたか。 （見通し２）

① 担任の分析から

表10は、担任から見た抽出生徒の事前と事後の変容の様子をまとめたものである。

Ａ男はこの行事の取組を通して、他人を思いやることができたり、立場や役割を理解し進ん

で活動していたなどその効果が十分に表れていたと担任は分析している。実施前までわがまま

で、掃除など手を抜くＡ男が、楽しみながら取り組めるようになったり、係や当番など積極的

になって、表８のように他者に配慮できるようになった。また、指揮者としての立場が理解で

き、リーダーとしての自覚をもつことができるようにもなった。

Ｂ女においても、自分の立場や役割を自覚し、今までは消極的であったが、今回の行事を通

して周りへの配慮ができるようになったり、積極的に友だち関係を築いたりすることができる

ようになった。さらに、リーダーとフォロアーの立場を理解し、合唱練習では班になって、チ

ームを組もうと積極的に呼びかけることができるようになった。
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表10 抽出生徒のプログラム実施後の変容
事前の生徒の実態 実施後の生徒の変容

・わがままなところが多く、礼儀をわきま ・係の仕事や掃除を楽しみながらよく取り
えなく、言葉つかいや態度がよくない。 組めている。

・責任感はあまりなく、そうじは手を抜く ・興味のあることが増えたためか、いろい
Ａ ことがある。 ろなことに積極的になった。
男 ・合唱練習では、とても熱心に取り組んで ・合唱練習をしているとき、相手を思いや

いる。 る発言があった。
・指揮者としてはしゃいでしまう場面もあ

、 。ったが アドバイザーの自覚が出てきた
・決められた仕事はきちんとやり、責任感 ・自分だけやり遂げるのではなく、周りに
は強い。 働きかけをして、最後までしっかり物事

。・合唱練習では、周囲の友だちと楽しそう に取り組む姿勢が見られるようになった
Ｂ に取り組んでいるが、自分からクラスを ・以前より、積極的に意見を出すようにな
女 動かすというより、求められたら意見を り 「一緒に頑張ろうね」などと、周囲、

言ったり行動したりすることが多い。 に声をかけられることが多くなった。
・女声パートに声をかけ、昼休みにパート
練習をするきっかけを作った。

表11 抽出生徒の授業や行事の様子
事前の指導 学校行事 事後の指導

道 徳１ 学 活１ 合唱コンクール 学 活２ 道 徳２
気持ちよい人間関 クラスの協力の必 練習の成果を発揮 今後の生活に豊か 人間関係作りの発ね
係を築こうという 要性に気づく。 し支え合いを（団 な人間関係を活用 展として、自己のら

。い 意欲をもつ。 結力）体験する。 する。 生き方を見つめる
・よりよい集団と ・金賞を目指し、 ・みんなで心を１ ・男女が協力し合 ・文句を言いに行Ａ
は一人一人がみん 大きな声で頑張る つにして歌えて、 い、素晴らしい学 った自分がばかだ男 。
なに注意できる、 合唱コンクールに 金賞だなんてうれ 級集団には、何事 った。こんなふうの
明るいクラスとい 向けた話し合いが しいです。合唱か も全力で取り組む に思ってたんだ。感
っている。 協力してできた。 ら団結することを ことが必要だと気 信頼が大事だと思想

学んだ。 づいた。 った。
観点が少しずれて 本人のやる気はで 相手を気遣う言い 男女のことよりも 信頼が大事だとい授 業
しまっていた。 ていたが本質はつ 方ができ、ねらい 個人的な面に視点 うことに気づけたの

かめていなかった が達成できた。 がいっていた。 様子である。様子 。
・集団生活はみん ・大きな声で歌い ・みんなで協力す ・さらに素晴らし ・人のことをすぐＢ 、
なが協力し合い一 みんなと協力して れば１つのものを い集団にするには に疑ったりしては女 、
生懸命に取り組む きちんと歌いきる 完成させることが 気楽に話す、接す いけない。どんなの 。
ことが大切だと知 話し合いはしっか できることを学ん ることが必要だと 人にも優しさはあ感
った。 り考えられた。 だ。コンクールに 考えている。 るんだなあと思っ想

感動した。 た。
ねらいをきちんと 積極的に働きかけ 最後の最後までパ クラスの今後につ 人間関係の考えは授 業
考えることができ て、合唱を盛り上 ート練習に取り組 いて前向きに考え できていた。思いの

。 、 。 。様子 ていた。 げようと頑張った み 頑張っていた ることができた。 やりまでは今一歩

② 抽出生徒の授業記録から

表11は、抽出生徒の取組の様子を授業毎にまとめたものである。ねらいは、コミュニケーシ

。 、ョン能力を育成するための視点である 次がワークシートのＡ男とＢ女の授業での感想であり

最後に担任から見た抽出生徒の授業中の様子、観察である。

このことからＡ男は、このプログラムにより合唱コンクールに向けての関心・意欲について

は十分に高めることができていたといえる。特に、金賞を目指して、合唱コンクールを盛り上

げようという意識は高まったが、何のために今みんなが頑張っているのか 「金」をとるため、

、 。 、 、でなく そのねらいを考えられるようになるとさらによかった しかし コンクール当日では

友達を思う気持ちが表れたり、互いに支え合いながら取り組むことができたりした。この成果

を事後の指導に生かすことができたかを考えると、心情や意欲面では向上が見られたが、今後

の生活にどのように生かすか、体験を次の授業や行事にどのように生かすかが、課題である。

Ｂ女は、合唱練習では友だちと楽しそうに取り組むことはできたが、求められたら意見を言

ったり行動したりすることの多かったＢ女が、合唱コンクールに向けて意欲や態度が育ち、み

んなをまとめるなどの行動力が高まるまでになっていた。また、表１０の通り、コミュニケー

ション能力を育成するというねらいが行事によって達成でき、その後の学活や道徳でも体験し

たことをもとにして人間関係を築いていこうという意識を定着することができていた。
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③ 職員による観察、聞き取りの結果から

２年の職員に授業毎やプログラムの実施前後に聞いた感想や会話、聞き取りなどを通して、

コミュニケーション能力を生徒に育成できたかを調査してみた。

ほとんどの生徒は友だちと話はするが決まった生徒と話をすることが多く、誰とでも気楽に

話し、友だちと交流を深めようとしている生徒は少ない。また、周りの人の立場を考えて行動

できている生徒は少なくなっており、相手のことを考えて行動することが苦手な生徒が多い。

このことは、自分から進んで友達を作ろうとする積極的な気持ちが身に付いていないことを意

、 、 。味し 仲良しの友達とは話をするが 交友関係や人間関係づくりが希薄であると分析している

このような実態の生徒がこのプログラムの実践を通して、クラス全体の雰囲気においては、

人間関係を作ろうという関心・意欲が次第に高まり、学校生活の実践につなげることができる

ようになっていった生徒が多くなった。特に、係や役割を与えられた生徒に関しては、道徳や

学活の中での自覚が高まり、積極的に人間関係を築こうとしていた場面が多く見られた。行事

実施後の学活や道徳においては、合唱コンクールで身に付けた人間関係の自信や積極性から意

欲的になった生徒がでてきていた。特に、心を一つにする行事を活用することで、今までやり

たくてもできなかったことができるようになり、それが生徒に自信となり、学校生活に反映さ

れた生徒が以前より増えたといっていた。

このように合唱コンクールの行事を通してコミュニケーション能力の育成を図るプログラム

を実施したが、２年生全体の中では、コミュニケーションに対する意識が段階的に高まってき

ており、特に合唱練習に対する取組方に大きな変容が見られた。これは、友だちとの関わりや

合唱練習を通して、クラスの和や意欲が高まったと考えることができ、合唱コンクールという

行事や道徳・学活を組み合わせることが有効に働き、目指す能力を育成することができたと考

えられる。しかし、道徳や学活の１時間の授業においては気持ちや心の変容は表れやすいが、

性格や行動については一朝一夕に変容するのは難しいと考えられる。そこで、１つの行事だけ

でなく、発達段階で育成させるべき諸能力を計画的に立て、段階的に向上させることが大切だ

と考える。また、いろいろな行事と他教科との連携を図りながら、時間をかけてキャリア諸能

力を身に付けさせる必要があると考える。

＜考察＞

抽出生徒の検証から、合唱コンクールを活用して、コミュニケーション能力を育成すること

は十分可能であるといえる。Ａ男においては、話し合いの司会者になったり、合唱の指揮者に

なったりしたことから自己中心的な言動がなくなり、クラスをまとめることの難しさを学び、

気持ちのよい人間関係を作ろうと苦労していた。合唱コンクール当日では、不登校の友だちへ

の配慮ができるようになったり、合唱の並び順のトラブルについても相手を傷つけない言い方

を考えることができていた。Ｂ女についても、生徒会本部の仕事もあり忙しそうであったが、

「 」 。周りの友だちに対しても 頑張ろうね という言葉かけをすることができるようになっていた

また、コンクール当日でも最後の最後まで友だちと協力し合いながら練習をして、少しでもい

い歌にしようと頑張ることができていた。事後の学活や道徳においても、授業のねらいについ

ては十分達成していたが、体験したことを基にして豊かな人間関係を築いていこうとする意識

を定着させることが今後の課題である。職員の観察や感想から、行事の体験活動や事前や事後

のプログラムを実施すれば、諸能力を育成するには効果はあるといっていた。また、特別に新

しいことをするのではなく、今までの授業と変わらず、ただ諸能力育成に向けたプログラムを

実践することだとわかり、どの学校においても実施することが可能であり、この行事実施後、

早速自分たちで育成プログラムを作成して、行事を実施しようと学年会で提案していた。
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Ⅷ 研究のまとめと今後の課題

１ 研究のまとめ

合唱コンクールをキャリア指導案にそって実施することで、諸能力育成のねらいが明確にな

り、実践しやすかったという担任の意見が見られたことから、コミュニケーション能力の育成

。 、 、に関わる道徳と学活のつながりを教師自身が理解できたと考える また 授業が実施しやすく

生徒の意識もねらいにそって高まることがわかった。このことから、学校行事にキャリア教育

の視点を盛り込み、学校行事・道徳・学活を系統的・計画的に盛り込んだキャリア指導案を作

成することは、諸能力育成に効果的であり、キャリア指導案の有効性を明らかにすることがで

きた。ねらいを他のキャリア諸能力に置いた場合にも、その育成に十分な効果があると考えら

れる。また、この実践を通して、生徒が身に付けるべきキャリアを発達段階に応じてプログラ

ム化する見通しをもつことができた。以上のことから、キャリア教育の導入にあたり、学校行

事を活用し、道徳・学活を盛り込んだキャリア指導案を作成し、実施すれば、目指すキャリア

諸能力を育成することができることが実証できたと考える。

２ 今後の課題

各学校においてキャリア指導案が作成され、実践されるように啓発することで、キャリア教

育を各学校に普及させたい。本研究は、コミュニケーション能力に絞って、実践及び検証を行

ったが、他の諸能力にもこのキャリア指導案を応用することができると考える。そこでこの成

、 。 、果を生かして他のキャリア指導案を作成し 発信していきたい 行事を中心とした実践なので

学校や学年の意識が高まり、より効果を発揮することができると考える。また、キャリア検討

委員会などの組織を作り、キャリア教育をスムーズに導入することができると考えている。

今後は、キャリア形成のための発達課題と諸能力育成に関する順序性や系統性の明確化を図

るとともに、発達課題の明確化と学校教育（行事、各教科、道徳、特活、総合）との関連を図

りながらキャリア教育の導入を進める必要がある。そのためには、小・中・高の連携を図ると

ともに、３年間で計画的・系統的に実施していくことが大きな課題である。またキャリア教育

は、学校行事だけではなく学校教育における全ての学習や活動の中において、子ども一人一人

のキャリア発達を支援するという視点を盛り込むことが重要な視点であり「望ましい職業観・

勤労観を育んだ生徒」を育成するためにも、今後の学校経営や進路指導における課題である。
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